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Ⅰ．開会 

 

Ⅱ．あいさつ 

北上市副市長  及川 義也 

 今日はお忙しい中、このようにたくさんの皆さん

にフォーラムにご参加いただきまして、ありがとう

ごございます。心から御礼申し上げます。北上市は

平成 22 年度、新しい年度の予算を組みたて、3月 4

日から審議会でご審議いただくことになっています。

平成 22 年度の北上市のそれぞれの分野におけるま

ちづくりに予算、資源の配分をさせていただくもの

であります。まちづくりと言われていますが、私の

考えで簡単に言いますと、それぞれの地域に住んで

いる個人個人が毎日の生活の中でよりよい暮らしづ

くりをしていくことがまちづくりであろうと思って

ございます。 

 
 地域には様々な資源や伝統文化、歴史などがたく

さんあります。そういうものを生かしきっていく、

それが地域づくりであり、北上市全体のまちづくり

の基本であろうと思います。 

 地域で暮らしていますと、なかなか地域の良さ、

財産、資源を見落としている所もあろうかと思いま

す。そういうものをすくい上げる、作り上げるとい

うことで平成 16 年だったと思いますが、地域計画と

いうものを地域で立ててもらいました。それぞれの

地域の人たちの身の回りの大きく言えば環境でもあ

り、再確認をしていただき、どのような環境の中で

毎日の生活をすることが市民にとって、我々にとっ

て幸せなのか、満足なのかということを考え、16 地

区で地域計画をつくっていただいたものであります。 

 そのなかでも、景観について非常に多く提案をい

ただきました。やはり、こういう社会情勢の中、自

然も含めてどういう地域の中で暮らしづくりをやっ

ていけばいいのかが非常に大切なことかなあと思い

ます。人間関係が希薄になったといわれております。

地域コミュニティーもそうだと思います。どういう

隣近所の関連の中で生活ができることが幸せなのか、

ゴミの問題、自然の問題、様々な問題が地域にはあ

ろうかと思います。 

その一環として、昨年の 9月 30 日に景観計画、景

観条例を制定させていただきました。これは各地域

の自治協議会、ワークショップ等、多くの市民の参

加によって景観計画、景観条例が出来上がったもの

であります。本年 4月から全面的施行に移っていき

ます。特定地域を定め、特にその地域ではいろいろ

な届出や手続き等も決めてございますので、ご理解

いただきながら、地域の景観を守っていきたいと考

えてございます。 

今日は景観資産５２ヵ所認定をさせていただきま

した。各地域からも「我々の地域ではこういう景観

を守っていきたい」という提案をいただきました。

これを継続して、それぞれの地域、市民全体で守り、

育てていくということが必要な時代だろうと思って

ございます。本日のフォーラムを通じ、地域の景観

についてさらに認識を深めていかなければと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

今日はご参加ありがとうございました。 

 

 

 

Ⅲ．景観づくりの取組報告 
北上市都市計画課  佐藤 友美 

 

・景観計画の概要 

 北上市は昨年の 9月 30 日、景観計画と景観条例を

制定いたしました。景観計画と条例につきましては

各地域の皆さん、事業者の皆さん、そして行政とが

一緒に景観づくりを進めていくための内容となって

おります。景観計画については平成 18 年から約 3



年半にわたり検討を行ってまいりましたが、景観計

画概要版に盛り込まれている内容は 16 地区の自治

協議会はじめ多くの市民の方々、建築士会の皆さま、

カラーコーディネーターの方など専門家の皆様にご

検討いただいてまとめた内容となっています。この

3 年半の中で何度も議論を重ね、本当にたくさんの

方の手によってまとめられた計画となっています。

改めて皆様のご協力に感謝いたします。 

 さて、今年の 4月から景観計画、景観条例が全面

施行となります。北上市の景観づくりを進めていく

ために、景観計画条例に基づいて大きく分けて２つ

の取組みが始まってまいります。 

1 つ目は大切な景観を壊さないための取組みとな

ります。いわゆる行為制限というものになりますが、

4 月から景観の届け出制度というものがスタートし

ます。北上市内で一定規模以上の建物を建てる際あ

るいは色の塗り替えをする際は、4月以降は北上市

に届け出をしていただくことになります。建物に使

える色彩が制限されてくるという内容になっていま

す。  

これによって北上市の自然、街並みに調和した景

観づくりを進めていくものでございます。お住まい

の地域によって届け出が必要となる建物の規模が異

なってまいりますが、今日お配りしている景観計画

概要版、届け出の手引きに記載してございますので

後ほどご覧いただければと思います。今後、建て替

え、色の塗り替えを行う場合につきましては北上市

の方にあらかじめご相談いただければと思います。 

 2 つ目の取組みが、これから景観づくりを進める

にあたってメインとなる内容です。それは大切な景

観を守り、育て、次の世代へとつないでいくための

取組みです。景観づくりの主役は北上市に住む市民

一人一人です。規制するだけでは景観は良くなって

いくとは考えておりません。私たちが住んでいる地

域を知っていただき、愛着を持っていただいて、身

近な景観づくりを取り組んでいただこうということ

で、その内容を景観計画に盛り込んであります。そ

の取組みは今年度既にスタートしています。今年度

に取組みました内容は、この後スライドでご紹介さ

せていただきますが、例えば、小中学校での景観学

習や修景実験、市民の方向けの講座なども開催して

まいりました。 

 以上、大きく分けて２つの内容となります。北上

市の景観を壊さないための届け出制度、地域での景

観づくりをより進めて行くための制度、この２つを

盛り込んだものが北上市の景観計画になります。計

画づくりの段階から各地域の皆さん、団体の皆さん

にもご協力いただいて、皆さまの手によってまとめ

られた景観計画ですが、今後実際の景観づくりを進

めていくにあたりましても、地域の皆様と行政とが

一緒に取り組んでまいりたいと思っております。宜

しくお願いします。以上が、簡単ではございますが、

北上市の景観計画、景観条例の概要となっておりま

す。それでは今年度実施いたしました景観学習の取

組みなどさまざまな地域で取り組んでこられた景観

づくりの取組みをスライドを使ってご紹介したいと

思います。 

 

（スライド上映） 

・景観学習 

・景観まちづくり修景実験助成事業 

・北上の顔づくり景観事業 

・きたかみ景観資産 

 

 

Ⅳ．きたかみ景観資産 認定式 

 きたかみ景観資産に認定された５２の資産につい

て１６団体の代表者に、副市長から認定証が授与さ

れました。 

 
認定された皆様へ 

北上市副市長  及川 義也 

今、きたかみ景観資産の認定をさせていただきま

した。先ほども申しましたように、まだまだ地域に

は資産、大切なもの、宝があろうかと思います。今

後とも宝・大事なものを地区で見つけながら、それ

を守り育てていくということがこの景観計画、条例

の趣旨でございます。この認定を機会に、さらに地

区で力を合わせながら地域の大切なものを再度見つ

け、育成していただければと思います。今日は本当

にありがとうございました。 

 



Ⅴ．パネルディスカッション（第１部） 

 

コーディネーター 

 北原 啓司 氏（弘前大学教育学部教授） 

パネリスト 

 木村 徹 氏  

  黒岩小学校 教諭 

（景観学習） 

 三浦 啓一 氏 

  立花自治振興協議会 会長 

（北上の顔づくり） 

 昆野 將俊氏 

  特定非営利活動法人芸術工房 

 （景観まちづくり修景実験助成事業） 

 及川 正男氏 

  二子町振興協議会  

（景観資産認定団体） 

 髙橋 敏彦氏 

  いわてＮＰＯ‐ＮＥＴサポート 

（景観サポーター） 

 

北原 啓司氏 

 これからパネルディカッションを進めさせていた

だきたいと思います。パネルディスカッションのタ

イトルは「地域における景観づくりの重要性とは～

今年の活動から感じた『景観』の大切さ～」という

ことです。 

最初に、4名の方々に今年の景観づくりの活動に

ついてお話いただきたいと思います。その後、ミニ

講演をさせていただき、その後、来年度はどういっ

た活動をしようかといったことも含めて意見交換を

しながら、楽しくできたらと思います。 

 先ほど、スライドで昨年の活動を振り返りました。

皆さんも改めて、よく知っている自分たちの地域の

景観もこうやって見ていくと、なんていいんだろう

と昔のことが思い出されて、わたしはこの地域の人

間ではないですが、見ていて、こういう所で生活し

たいなあとかゆっくり歩いてみたいなあと思うよう

な景色がいっぱいありました。 

 景観というのは、その人によって記憶の中に入っ

ていますので、同じ景観を見ても 30 年前にラブレタ

ーを渡した日を思い出したり、5 年前に誰かと喧嘩

した日に見たある岐路など、いろんなものが思い浮

かびます。そういったものを思い起こさせるような

ものを、北上は景観資産として認定して、このよう

にいろんな活動をしている方々でパネルディスカッ

ションができるということ、それ自体が資産だと僕

は思います。少しやきもちを焼きながら進めさせて

いただきます。 

 

 

1．景観学習 

 黒岩小学校 木村 徹氏 

 

 北上市立黒岩小学校で現在、５、６年の担任をし

ています木村です。宜しくお願いします。この度、

本校の５、６年生の総合的学習の一環として景観学

習に取り組む機会をいただきました。本日は、本校

で行われた景観学習の概要について紹介させていた

だきます。 

 ３回で合計８時間ほど度の取組みをしました。 

 
 

・景観学習 １回目 

それぞれの学習の内容ですが、１１月１２日、第

１回目は「景観とはなんだろう？」というテーマで

北原先生から景観学習についての講義をいただきま

した。 

 
その中ではまず最初に、景観の「観」、「観る」と

「見る」の違いについて、景観の「観」、観るという

のは見て考えるということを教えていただきました。



その後、青森県の小学校で取り組んだ写真等を例に

挙げられながら、身の回りには景観に馴染まない建

造物、馴染むように考えて作られた建造物があるこ

と、同じ場所で同じものを写真に撮ったり、見たり

しても視点や感じ方の違いによって、様々な景観の

魅力や課題が見えてくることを示され、子どもたち

に写真を撮ることで何かが見えてくるよということ

をお話ししてくださいました。 

 その後、子どもたちに、好きな景観、嫌いな景観、

気になる景観という視点で撮影をしようと、まちな

みウォッチングの方法について教えてくださりまし

た。子どもたちはお話に熱心に耳を傾けて早くウォ

ッチングに出かけて写真を撮ってみたいという気持

ちを高めていました。見るだけではなく、見て考え

ることが景観であるということを子どもたちなりに

つかむことができました。 

その後、2人 1組になって、デジタルカメラを持

っていつも歩いている通学路をウォッチングに出か

けました。学校から出て早速、様々な写真を撮るな

ど積極的に楽しそうに取り組んでいました。 

 
当日は天気にも恵まれ、子どもたちはいたるとこ

ろで自由にたくさんの写真を撮影しました。子ども

たちは、残したいものから気になるものまで、自然

や建物、標識などの景観を多いグループでは 100 枚、

撮影していました。 

 

その後、教室に戻って、各グル―プが撮影した写

真を見ながら、次回の学習内容とそのための準備に

ついて説明を頂いて 1 回目の学習を終了しました。

その時の子どもの感想の中には、同じ所を歩いたの

に、みんな撮ったそれぞれの写真が違う、いつも見

ている景色でも視点を変えれば違うものが見えてき

たなど、いろいろなことに気付いたということが書

かれてありました。 

 

・景観学習２回目 

 １２月８日には２回目の学習を行いました。発表

会で使う景観シートの作成と景観マップの作成を行

いました。 

 
グループごとに撮った写真の中から、残したい、

気になる、直したいなどといった視点で 1 人 3枚程

度の写真を選んで、キャッチコピーや説明を加えた

景観シートを作成しました。子どもたちは自分たち

が撮った写真を何回も見比べながら、楽しそうに作

成していました。 

 
その後、選んだ写真の場所を確認して好きな景観、

残したい景観、気になる景観といったジャンル別に

色分けしたシールを黒岩地区の地図に張り付けて景

観マップを作成し、2回目の学習を終えました。 

 次に、子どもたちが作成した景観シートを何枚か



ご紹介します。 

 
これは、きれいな景観ということで鮮やかに赤や黄

色に染まった木を子どもが撮ったものです。題は「秋

が来た！」です。発表会では、色の美しさによく着

目しているというような講評をいただきました。 

 
このシートは見られたくない景観ということでごみ

が目立った田畑を撮影したものです。題は「見ない

で」。タイトルが素晴らしい、写真を素直に言葉に表

しているという講評をいただきました。 

 
このシートは直したい景観ということで、高台から

北上方面の景色を写したものです。題は「直したい

でんしんばしら」。1回目の講義の中に景観に合わな

いと思われる建造物の例があったのですが、このよ

うな視点で写真を撮ったことがとても素晴らしいと

いう講評をいただきました。 

 
最後に、このシートはびっくりした景観ということ

で、畑の中に金属製のボールがあり、それを写真に

撮ったものです。題は「ＵＦＯ！」です。この写真

についてはキャッチコピーがピカイチであるという

講評をいただきました。 

 

・景観学習 ３回目 

 １２月１１日、３回目の学習です。 

本校のホールで保護者や地域の方々にもご案内し、

発表会を行いました。それぞれが自分が選んだ景観

について発表を行い、１人１人の発表が終わるたび

に北原先生から講評をいただきました。 

 
子どもたちの目の付け方、写真を撮る距離、角度、

付けたタイトル、コピー、それぞれの特徴をお話し

ていただき、みんなにおほめの言葉をいただきまし

た。子どもたちの感想には、発表が楽しくできたこ

とはもちろん、いいところや特徴を北原先生が話し

てほめてくださったことがとても嬉しく、心に残っ

たということをたくさんの子どもが書いてありまし

た。それから、友達の発表を聞いて改めて地区には

様々な景観があるということがわかったようでした。 

 全員の発表が終わった後に、北原先生からまとめ



の講義をいただきました。子どもたちには、景観は

ただ見るだけではなく心を通したもので、景色を見

て感じて景観を楽しんでほしいというアドバイスを

いただきました。 

 
 私自身、印象に残ったのは、校歌の歌詞に着目さ

れたお話でした。校歌の歌詞には昔から引き継がれ、

大切にされてきた景観の要素がたくさん含まれてい

ます。だから私たちは学校を卒業してからいつまで

も、特に小学校の校歌を通して地域や学校に愛着を

持つものなのだなと改めて感じました。 

 

・成果について 

 成果についてですが、第一にこの景観学習を通し

て、子どもたちに新しいものの見方や考え方を教え

ていただいたことが一番の成果だと考えております。

子どもたちなりに地域の景観が自分の暮らしに結び

ついていることや景観が地域のかけがえのない財産

であること、それからよい景観は未来に引き継いで

いかなければならないものであること等に気がつい

て、改めて普段見慣れている地域を見つめるよいき

っかけになったと思います。 

それから、景観学習は題材が目に見える身近なも

ので、テーマも見つけやすくはっきりしており、子

どもたちが自発的に楽しく取り組めるものでした。

そういったことが学校での総合的学習のねらいにぴ

ったりと当てはまり、よい学習ができたというのが

私が考える第二の成果です。正直なところ、冬休み

となって現在３学期となって、改めて景観学習につ

いて特別な取り組みはしていないのですが、偶然、5

年生の国語で写真を選んでそれを基にして物語を作

るという内容の学習がありましたが、その中で 5 年

生の女の子が自分が将来、写真家になりたいという

話をつくって、そのきっかけの一つとしてこの景観

学習を挙げていました。やはり、子どもたちが体験

したことや自分で考えたことは心に残るものだなと

思いました。 

 

・今後について 

 まだはっきりしていないところもあるのですが、

さらに地域に対する愛着を深めるために何か取組み

ができればなと思っています。私自身、不勉強でこ

の先どのようにすればいいかがはっきりしないので

すが、まず残したい景観、さらには未来に望ましい

地域像とかを絵に表してみたり校歌をもう一度読ん

でみて、黒岩地区で昔から受け継がれ、守られ、こ

れからも大切にしていきたい景観を実際に探して集

めてみる、そのような活動も考えられるのかなと思

っています。 

 最後になりましたが、このような貴重な学習の機

会を与えてくださった皆様に感謝の気持ちを述べ、

私の報告を終わらせていただきます。 

 
北原 啓司氏 

 僕はいろいろな学校の景観学習でカメラを撮るの

をお手伝いしているのですが、この学校のある男の

子は 158 枚という写真を撮ってきました。一つのも

のを見るときに連写したり、連写すると面白いので、

きっとはまってしまったのだと思います。僕が関わ

った景観学習で、日本で最も撮った男の子です。ぜ

ひ褒めてあげてください。 

 

 

２．北上の顔づくり 

立花自治振興協議会 三浦 啓一氏 

 

 北上の顔づくり景観事業という大変どでかい名前

が付いているのですが、立花は北上で唯一の観光地、

展勝地をもっているものですから、そういう場所で

あるということをどう私たちが受けるのかというこ

とが一番ネックなのです。 

 



・取組みのきっかけ、経緯 

 私たちは 16 地区センター化になりましたが、3年

目になった平成 20 年度に、センター化になった意味

は一体何なのだろうということから始まったのがス

タートだと思います。というのは、やはりセンター

の持つ意味を私たちがしっかり中味を捉えたうえで

地域づくりをやっていこうじゃないかということで、

地域づくり課さんに来ていただいていろいろ研修を

していただきました。自治組織の役員、地域づくり

指導員、生涯学習運営委員、自治公民館の館長さん、

あらゆる人に参加していただいて、じっくり地域づ

くりの必要性、地域づくりをはじめる研修をしたわ

けです。 

その後に、ワークショップをやって、では立花の

場合、どうあればいいんだ、何でも「立花の展勝地」

「立花の民俗村」と、立花、立花と付くものがたく

さんマスコミの中で出てきますが、では地元の人は

どう捉えているのかといった場合、立花と付いてい

るからいいんだという感じだけでいいのかというと

ころまで、ワークショップでは入っていきました。 

では、せっかくあるものを私たちは何も手をかけ

ないでいいのだろうかということで入っていったな

らば、この貴重な財産である展勝地周辺一帯を含め

て、どう自分たちが関わっていけばいいのかという

話の中で、陣が丘に全然誰も人が上がっていないと

いう話がありました。 

レストハウスはできましたが、上まで上がる必要

はなくなったというのでいいのかということも話さ

れました。展勝地そのものも誰も手をかけない、市

も大変な状況の中で守られるのか、国見山一帯から

見た景色というのもそれでいいのか等、さまざまな

話がされました。 

では、私たちができることは何か、昔はこうだっ

たということから、陣が丘がもう少し人が登れる、

下から見ても登ってみたい、登ったらすごく景色が

いい、そういうものをつくる、昔は草刈りなどなっ

ていたのできれいに刈り払いされていたのですが、

今は雑木で非常に見苦しい姿になっている、それで

観光地と言えますかということで、では自分たちで

やっていこうということが始まりだったろうと思い

ます。 

景観計画が立てられ、それらがミックスした形で

地域の人たちのいろいろな立ち上がりにつながった

のではないかと思っています。 

展勝地お花畑の会や草刈りなどをする農地研修会、

ツツジの会などが立花にはありますから、それらを

基軸として始まったのが、修景実験だったと思って

います。 

 

・修景実験の内容 

 ９月２７日の修景実験です。これは北上の最大の

イベント、北上マラソンの前にレストハウスから男

山付近、昔は県道から川がよく見えたよなあという

ことから、まずは頭首工付近のカーブから川が全然

見えなくなっていたので、きれいにしようではない

かということで、市、県、国のご協力、ＮＰＯの皆

さん、稲瀬の自治協の皆さんとともに刈り払いを始

めました。 

 

 
非常にきれいになりました。まるで何も見えなか

ったのですが刈り払いして、スッキリしました。北

上川と和賀川の合流点であるということで景色が良

いのですが、これを私たちは守っていかなければな

らないと思っています。 

 １１月６日の点検では、この地域をどのようにす

れば、桜まつりにもっと人が来てくれるか、それぞ

れ私たちが見せたいポイントをつくればいいのでは

ないか、陣が丘に人を上げたい、上げるためにはど

うすればいいのか様々な議論がされました。この日

は霧で大変寒い日でありましたが、皆さんでここを

どうすればいいか、駐車場向かい、レストハウス西



側の自転車道は大変茂っていたのですが、これは景

観上どうなんだろうということであります。3 グル

ープに分かれて、1 時間半ぐらいかけて全体を回っ

てみました。 

 

 
終わった後に、状況を確認したうえで、これから

どうすればいいのか、どうすれば見せたいポイント

ができるか、そのために何が支障しているか、何が

あればいいか様々な議論をしながら次に進めていこ

うという話し合いをしました。 

 
 １１月２９日の展勝地修景実験は、前回点検した

中味を基にしながら、およそ９０名の参加でした。

大変多くの皆さんに参加していただき、機械、かま、

自動車あらゆるものを動員しながらものすごい量の

刈り払いを行いました。 

 一つは第２駐車場前です。県道の歩道から 50ｍぐ

らいを刈り払いしました。大きい木は除き小さい木

を刈り払いしました。 

 
 もう一つは、レストハウス西側の自転車道の所で

す。刈り払いしてきれいになりました。春先はもと

きれいになるかと思います。 

 
 陣ヶ丘については、非常に危険を伴う場所もあり

ましたので、ここは都市計画課とも相談しながら今

後の課題として残っています。 

今、一か所、レストハウスを眺める場所を風穴を

開けましたが、北側にも見られる場所を作ってみた

いという希望を持っています。ちょうどレストハウ

ス真向かいに穴が開くような形になると思いますが、

そういう風穴を開けながら陣が丘に人を上げていき

たいと思っています。 

珊瑚橋のたもとのバス停も非常に見苦しかったと

いうことで修景をしました。次に何に生かすかとい

うことで地元では「立花茶屋」という名前で地元産

のものを売れる場所がないかなということでそうい

う活用も考えています。 

 

・成果について 

 刈り払い、伐採をすると非常にきれいになります。



終わった途端に、今年花が咲く前にもう少しやらな

いかとなります。県道沿いはまだ 90ｍやっただけな

ので、あと倍以上あります。またすぐやらないかと

いう話もありますけれど、毎年、持続してやったほ

うがいいのではないかという話をしています。きれ

いになると気持ちいいし、すぐやろうとなるのもい

いのですが、毎年同じ時期にコツコツとやりながら

順序にやっていくべきだと思っています。 

これらも生かしながら、最近出来上がったものが

あります。立花周辺の名所旧跡案内、ウォーキング

コースマップです。それから、さわやかトイレ前に

大きな看板を立てました。展勝地一帯をウォーキン

グする方にご利用いただけると思います。 

景観と地域づくりは一体でやるべきだと思ってい

ます。あまり大きくするのではなく、息長くコツコ

ツとやるのが景観づくりではないかと思っています。

ありがとうございました。 

  

 

３．景観まちづくり修景実験助成事業 

特定非営利活動法人芸術工房 昆野 將俊氏 

 

 市の景観まちづくり修景実験助成事業という補助

金をいただき取り組んだ、「光のオブジェ」による文

化の街並みづくり実験事業を紹介させていただきま

す。 

 

・取組みのきっかけ、経緯 

 この事業は今まで紹介されたような取り組みとは

ちょっと違って、自分たちみんなでつくる景観とい

う部分に注目していただきたいと思います。 

 さくらホールを建てる際、周辺の屋内公園の部分

もきれいに修景して建築していただき、大変心地よ

い空間になりました。 

 
昼は散歩やジョギング、暖かい時期だとお弁当を

食べている人達もたくさんいらっしゃいます。夜に

なると真っ暗で、ふつうの公園と違って街灯があり

ません。なので、入口がはっきりしない、様子が良

く分からないような状況になっております。 

 わたしたちのＮＰＯで、ここを夜でも歩いてみた

くなるようなことをやれないかということで毎年、

イルミネーションの飾り付けをしております。2006

年秋から始めた事業なのですが、イルミネーション

を飾り付けすることによって皆が行ってみたくなる、

少しでも芸術に触れてもらいたいということも狙い、

こういった事業をやっております。 

 
今日、景観資産にも認定していただきました。毎

年、11 月から 1月まで点灯しています。どうしても

イルミネーションというと、クリスマスのデコレー

ションというイメージだと皆さん、思いがちなので

すが、我々は光の公園づくり、芸術公園づくりとい

う意味合いで取り組んでおります。資金はＮPO、市

民の皆さんの募金、協賛によって運営しております。

全て飾り付けも皆さんの手作業で進めています。 

 

・修景実験の内容 

 
 上空から見た図ですが、真ん中のリバーウォーク

とある部分が屋外の公園の部分です。左側にさくら

ホールがあり、大ホールの正面の丘の部分にも昨年



からイルミネーションによる光の丘ということでエ

リアを拡大しています。右上の方に道路があり、詩

歌の森公園まで街路を整備する予定になっておりま

す。今、空き地になっていますが、その部分でさら

に公園づくりを広げ、結びつける光のオブジェを作

ってみようと思っているのがゲートの横です。 

 
ゲートの横にある、小高くなっているマウントに

光のオブジェをつくり、景観の要素として有効に使

えないものか、将来、光だけでなく様々な市民の手

作りのオブジェをつくり、文化の薫りをたくさん増

やしていきたいということです。分電盤から電源を

供給するルート、電源を時間帯で点灯することがで

きるよう、分電盤の中にタイマーを組みこませてい

ただきました。 

 
左側の方から電源を取り出すような形にしていま

す。分電盤から先ほどの場所までケーブルをつなが

なければならないのですが、仮設だと耐久性の問題

だけでなく引っ掛かるなどの危険性もありますので、

せっかくお金をかけるのであれば埋設配管してしま

おうということで埋設しました。先端のケーブルの

取り出し口はイルミネーションの電源を使わない時

期は収納をしておけるようにボックスを埋め込んで

います。 

 
 電源工事が終わって、オブジェの制作に取り掛か

ったのですが、制作は 11 月 7日に行いました。募集

をして当日延べ 9名に参加していただきました。専

北の美術部の皆さんにも参加してもらう予定だった

のですが、インフルエンザが大流行し、外出禁止に

なったため、残念ながら前日キャンセルになりまし

た。 

 
 オブジェフレームの組み立ては、さくらの花びら

2 枚を立体的に組み合わせてフレームを加工しまし

た。さくらホールのマークを参考につくっておりま

す。 

 
ライトは、省エネと耐久性に優れているので、ＬＥ

Ｄライトを使っています。電気料は普通の電気の 1/



４～１/３位です。ＬＥＤライトの接続ではかなりの

長さが必要になるのですが、部分的に電気が切れた

りするので連結できるタイプを主に採用しました。

飾り付けは夜までかかったのですが、さっそく出来

上がったらオブジェの前で写真を撮る人達や他市町

村からさくらホールを視察に来る方々もこの前で記

念撮影をしている所をよく見かけました。 

完成した光のオブジェを正面から見ると、光の花

びらに見えます。真横から見ると花びらの輪郭だけ

が見えるという仕掛けになっています。 

 
 

 
・成果について 

イルミネーションパークと手前の光のオブジェ全

体の様子ですが、光のオブジェが入口のシンボルサ

インになったなあということで、いろいろな方にお

話をいただいています。奥のイルミネーション同様、

さくらホールを訪れる人たちを歓迎してくれるとい

う形になりました。 

来年は参加者のほか、デザインも募集してみよう

とか、実際に取り組めば皆自分で行ってみたくなる

ということで人とのつながり、芸術との出会いも増

すということで非常に効果的だと思っています。 

 
・今後について 

 詩歌の森公園までの街路があり、そこまでのルー

トを皆でアイディアを出し合って、文化の街並みづ

くりを進めたいなあと思っています。アートやオブ

ジェの展示、イルミネーションツリー、花壇やグラ

ンドアート、詩や俳句の展示、ストリートライブ、

読書会や写生会、バザー、バーベキュー広場さまざ

まな文化の薫りがする散策路になってくれればいい

なあと思い、取組を計画しています。どうしても景

観というと自然なのですが、自然だけでなく光や音、

香りまで含めて景観を修景していければと思ってい

ます。 

 
住民の皆さんと協力して取り組んでいってぜひ、

ここを歩きたくなる場所、住みたい街になるように

発展していきたいと考えています。今年もイルミネ

ーションを中心にまちづくりを市民の皆さんの参加、

協力で続けたいと思っています。そして、新しい北

上の名所になってほしいと考えています。以上です。 

 

北原 啓司氏 

 素敵な資産を子どもたちにつなげていこうという

活動は目標がはっきりしているので、割と皆が合意

してやりやすいのですが、今のように新しいものを

つくっていくというのは好みもあって、デザインし



たときに嫌だという人がいるのではないかというこ

ともありますが、しかし新しいものを作っていかな

いと、この景観も 100 年後の北上では「100 年前の

おじいちゃんがやったんだ」という話になり、また

新しい景観なのです。ですから、その辺りはあまり

ビビらないで新しいこともやっていかなければなら

ないと今、見ていて思いました。ありがとうござい

ました。 

 

 

４．景観資産を活用した地域づくり 

二子町振興協議会 及川 正男氏 

 

・景観資産を申請したきっかけ 

 景観と一口にいっても、人の目で見るものですか

らいろんな意見があると思います。これが 1位、こ

れが 2位というのではなく、どれも二子のいいとこ

ろということから発想してしました。 

この申請をするきっかけになったのが二子八景と

いうものがあり、100 年ほど前に先人達が二子八景

を作っていました。もちろん、写真がない時代です

し、カタカナで書いてあるので特定できないわけな

のです。前の八景は探し当てられないということで、

では今の八景を作ろうではないかということで数年

前から取り組んでいました。 

 

文化遺産、名所旧跡、歴史遺産がたくさんありま

すので、そこからいろいろな形で地域おこしをしよ

うということで、計画にも盛り込みました。ワーク

ショップをしたり、景観コンペに参加したり、なる

べく町民に参加してもらうようお願いしました。そ

して、何百枚にのぼる写真を 2年ほどかかって撮り

ました。ここは冬がいいなとか、ここは夏がいいな、

ここは秋がいいな、ということでいろいろやりまし

たが、どうしても絞り込めずに昨年の文化祭をめど

に 12 地区まで絞り込みました。春夏秋冬の写真 12

か所を文化祭に展示し、まずは町民に見ていただこ

うということで、「ここは冬の方がいい」とかいろい

ろなアンケートをいただいて最終的には八景に絞り

たいと思っている所です。 

昨年は名所旧跡と歴史遺産を含めた景色に散策マ

ップを作りました。散策マップはＡ４判で三つ折り

にしてポケットに入れて持って歩けるサイズにして

全戸配布しました。そうしましたところ、二子の人

でさえ見たことがない、行ったことがないといった

話が出てきました。それから江釣子さんのように

大々的ではないのですが二子にもかなりの数の湧水

がございます。当時は湧水で野菜を洗った時代もあ

ります。うちの方では清水のほかにいどっことも言

いますので、いどっこマップも作りました。ほとん

ど風化されておりましたので、そちらは風化と書い

てあります。今現在残っているのも十数か所残って

いましたので、そちらも大きくポスターにしたとこ

ろ、いいなあという話になり、住民が宝物さがしを

してくれたということでございました。最終的には

12 か所に絞って今回申請させていただきました。 

 

・景観資産についての説明 

北上川河川敷のところは草がボーボーでしたが、

花桃を植え草を刈ったら、ごみがぴたっと止まりま

した。それ以前は大きなものでは冷蔵庫も捨てられ

非常に見苦しいところでしたが良くなりました。 

二子は北と東が川で西と南がグリーンベルトと申

しまして、要するに林ですが、それに囲まれた玉子

型の平坦地なわけです。北の八幡さまはよく知って

いるのですが南の天満宮さんはよく知られていない

ということで、ここは南の天満宮と大杉ということ

で、小高い所にある閑静な所でございます。 

 
これは二子の田園風景です。川と緑に囲まれた田

園風景です。 

二子の名前の由来は、山が二つあることから二子

という名前になったのではないかといわれています。

その山を遠くに眺め、御前神社を見る景色も気が休



まる所の一つです。 

 
成田の一里塚と二子の一里塚でちょうど一里です。

奥州街道で唯一ここだけが残っているということで

二子の財産です。電信柱等が非常に邪魔なので将来、

なくなるようになればと思っています。 

 
ここは和賀氏一族の墓所、五輪壇と呼んでいます。 

ここは斉藤館という屋敷跡の一つですが、ここは

その跡にできた公園です。今は野鳥の住みかとなっ

て、魚も泳いでいます。非常に閑静な所です。 

 
昭和橋と鐙が淵という所ですが、山の方に殿様が

いたということです。負けたときに金銀財宝を鐙と

一緒に沈めたといわれています。今でも潜り込めば

何か出てくるのではないかとうロマンを掻き立てら

れるところです。 

白鳥神社境内から北上川の川面を見た風景です。

木々が心洗われると申しますか素晴らしい所です。 

ここは飛勢公園から見た風景です。 

 
ここは八幡さんの参道のまっすぐな石段です。 

 

・今後の景観資産を活かした活動 

 21 年は修景実験にも参画しまして新しい景観を

つくっていこうということで、交流センターの隣に

バス停留所を作ったりしました。清水もそうなんで

すが、一番知られていないのが町民、身近な人が知

らない、立花さんも新しいマップを作られたようで

すが、それを作ると他所の人が見に来るんです。町

民はわかっているよという感じでなかなか行きませ

ん。まずは町民周知から進めてまいりたいと思って

います。春夏秋冬の 12 景から、さらには今年度が第

一次の地域計画の締めですので、ここまでには八景

に絞ってまとめたいと思っています。 

 余談ですが、二子には和賀の殿様の屋敷跡がたく

さんあり、宿場町で今の宿という地名があるのです

が、そこの街並みが非常によかったのです。ですか

ら、このような景観の話が 100 年前とは言いません

が、50 年前に起こっていれば大内宿を凌ぐような屋

敷がそのまま残ったのではないかと思っています。

今はみんな解体され、立派な家ばかりになってしま

いましたのでこれからは無理ですが、50 年前にさか

のぼれたら、残念だなあと思いながら景観づくりに

取り組んでいる所です。ありがとうございました。 

 

北原 啓司氏 

 きたかみ景観資産にはずいぶん申請していただき

まして、ああいうものを見ていると、他の口内や和

賀なども「あそこまで出すんだったらうちだって出

すぞ」という気持ちになるのではないかということ

です。 



 写真が出てきたときに及川さんは別に原稿を読ん

でいるわけではなく、ノー原稿でしゃべっているん

ですよね。言いたいことはいっぱいあるし、想いが

あるからなんですね。今回、二子に数で負けたなと

いう地区は随時応募していただけたらと思います。 

 
一つお話すると、先程、副市長さんがきたかみ景

観資産を 53 こと言って、間違えたというようなこと

を言われました。しかし、今日配った資料を見てみ

ると、確かに後ろに５３番まであるんです。ところ

が資産認定は５２個なんです。 

なぜかというと、僕は選ぶときの会に出たんです

が、一つ惜しいのがあったんです。５３個あったん

ですが、１つだけ今回はちょっと待ってほしい、決

して資産でないというわけではないのですが今は育

つのを待とうというところがあります。実は 38 番と

いうのがこの地図の中にはありません。ミスプリン

トではありません。わざとです。 

僕は北上市役所はすごいなと思っています。その

時、みんなでいずれ３８番を認定しようということ

で、抜けています。 

それは岩沢自治会が出した水沢鉱山跡地です。と

ても素晴らしい産業資産です。我々はとても大事な

景観だと思いましたが、災害のために道路状況が非

常に悪くなっています。みんなが見に行こうといっ

て行く途中に交通状況的に今整備されていませんの

で、ぜひこれは皆が行けるように道路の整備をして

くださいという注文をつけて今回選ばなかっただけ

ですので、落としたわけではありません。 

そういう資源がまだまだあるということで、そう

いう気持ちを込めて、あえて 38 番は抜けています。

意味がある３８番だということでご覧いただきたい

と思います。 

 

髙橋 敏彦氏 

 北上市が景観計画を作り始めてだいたい 3年位か

かっています。当初から各地区の景観資源探しをし

ました。その時から我々も各地区に多くの景観資源

が眠っているということにびっくりしたのを今、景

観資産に認定されたものを見ながら思い出していま

した。おそらく、まだまだ資産になる景観資源が眠

っていると思いますので、これからぜひ、どんどん

各地域がそういった資源をあげていただけたらいい

なと思っています。 

 今日、条例ができてから初のフォーラムというこ

とで、実は私がここに座っているということよりは、

本来であれば 10 年前にこの活動を始めたのは北上

デザインネットワークという団体が、建築をやった

り写真家、造園家といった 10 名ぐらいのメンバーが

集まって北上市は誘致企業がいっぱいあって豊かに

見えるけれど、実際のところ、中心市街地もそうで

すし、文化的にもちょっと殺風景だよねというよう

な話の中から、では誰が悪いんだろうという話にな

りました。 

実は建築設計、写真家、気付いた人たちが発言を

してこなかったことが一番悪かったんだよねという

ことで 10 年前、自分たちが今までの罪滅ぼしも含め

て北上市の景観を良くする活動を始めましょうとい

うことでつくったのが北上デザインネットワークだ

ったんです。  

そのなかで毎年、岩手県の予算であったり国の予

算であったり市の予算であったりを使わせていただ

きながら少しずつ活動をしてきました。今日もさま

ざまな景観学習等も出てきましたが、その当時は７、

８年前になりますが、ほとんどノウハウもないまま、

ほとんど見よう見まねで景観学習、景観点検をやっ

てきました。 

その中で一生懸命お付き合いしていただいた広瀬

川の地域の方々、その方々が中心となって広瀬川ま

ちづくり倶楽部をつくって自分たちで景観を良くし

ていく活動をしているというのは非常に嬉しいこと

だと思っています。今日のこの日を迎えられたこと

を非常にうれしく思っています。 

 

北原 啓司氏 

 僕は今年、先ほど発表された方々の何人かの活動、

発表会、ワークショップに参加させていただきまし

た。今日のお話を聞いて、僕からエールを込める気

持で皆さんの今年の活動についてミニスピーチをパ

ワーポイントを使ってやりたいと思います。 

 タイトルは「景観人のススメ」でやらせていただ

きたいと思います。景観人養成講座を２回ほどやら



せていただきまして、それも含めてお話させていた

だきたいと思います。 

 

 

Ⅵ．講話 「景観人のススメ」 

北原 啓司氏 

 

そもそもなぜ、北上が景観計画をつくることにな

ったか、そのきっかけとなった景観法について簡単

に説明したいと思います。これは和賀西中学校の１

年生で教えたものです。 

 

１．景観法って知ってますか？ 

 法律だからといって、難しいものではありません。

景観はこれまでは規制する、つまり看板は高さ○m

以上作ってはいけない、○○してはいけないという

ことでしかやってきませんでした。しかし、景観と

いうのは規制するのではなく創造していく、つくっ

ていくものです。つくっていくときに○○してはい

けないというのはあまり合わないと思うのです。僕

はこのように解釈をして中学生たちに教えました。 

 こんな景観にしたいという景観を楽しみたい人の

気持ちを形にする法律だろう。こんな景観を見てい

たい、こんな景観の場所で田植えをしていたいとい

うことです。 

 そのなかでも北上は３つ出しています。 

 景観を「まもる」ということ。北上の美しい自然

景観や昔からの素晴らしい歴史的な景観を守ってい

こう。 

 景観を「つくる」。新しい建物、仕掛けも 100 年後

には歴史的な景観になるのです。私たちは今、江戸

時代のものを見てすごいと言っていますが、今、建

築家が作っている建物が、例えばさくらホールが

100 年後、北上にはこんな建物があったんだという

歴史景観に変わります。景観は現在進行形です。過

去の遺物ではありません。だから、これから皆さん

がやっていくこと自体が 100 年後、200 年後のとき

に「昔のうちの先祖はこんな活動をしていたんだよ

ね」という風になるんだという自負も必要だと思い

ます。 

 景観を「育てる」。僕はまち育てという言い方をし

ているのですが、まちづくりというのはつくる時代

ですが、今はつくってきたものを育てていく時代で

すから、今見た景観が来年ちょっと変わってくると

思うんです。それは皆の関わり方です。 

 例えば、景観資産に認定したおかげで、みんなの

気持ちが守っていかなきゃ、育てていこうという気

持ちが入って足繁く通うようになると、穴が見つか

ってきて「よし、ここを掃除しようか」「伐採しよう」

となれば明らかに、先程の修景実験ではないですが、

5 年後同じ所の景観は変わります。僕はそういうの

に期待したいと思います。 

 

○北上市は景観計画を策定しました 

 景観法を使いながら、北上の景観をまもり、つく

り、育てていきます。 

・景観人養成講座 

・景観教室 

・顔づくり修景事業 

・景観まちづくり修景実験 

・きたかみ景観資産 

 

１年の間にこのような事業が横並びで進んでいる

というエネルギーにただ驚くだけなのです。みんな

一緒に景観人になろうかということだと思います。

景観人とは景観を愛でて楽しむ人たちです。 

 

２．景観人のススメ 

 黒岩小学校での景観教室、景観人養成講座でやっ

たことをご紹介して、皆さんの活動についての感想

をお話したいと思います。 

 

○景観を「つくる人」と「たべる人」 

・これまでの景観行政 

 これまでの景観行政は景観をつくる人、役所の人

が地域の人に対して、「ここはこんな色を使ってはい

けません」とか「ここではこういうものがいいです

ね」というような規制と誘導という非常に曖昧な言

葉を使っていました。 

 食べる人は「この景観美しいな」と愛でるか「こ

んなまずい景観食えないな」と憂うるか、こんな活

動しか我々は参加できませんでした。 

 さっきの活動されている方々のお話は愛でて憂う

るだけではありません。関わっています。 

 

○景観を「たべる」景観人をめざして 

 「景観人」を育む教育こそ、景観教育の切り札、

これは景観をつくるのではなく舌の肥えた景観人、

美味しい景観をおいしいといえるそういう人を地域

で育てていくことが大事だと思って、黒岩小学校や

和賀西中の子どもたちにお話をしました。景観はお

いしいだろう。 



 

３．景観をおいしく食べる 

（１）おいしい食材をみつける 

 この地域にどんなおいしい食材があるかもういっ

ぺん確認することです。それを見ながらマップを作

ったりすることです。 

・自分たちの地域に、こんなおいしいものがある 

・自分はおいしいと思わないけれど、他所から来た

人はけっこう褒めてくれる。他の人が食べたらけ

っこうおいしいのかもしれない 

そういった地域の素材を自分たちが見つけていく

のも景観人です。 

 

 

つばさのお父さんの「景観教室」 

－黒岩小学校＆和賀西中学校― 

○「景観（けいかん）」ってなんだろう？ 

僕は大人に対しても子どもに対してもこの授業を

しました。 

景観ってわかりますか。小学校 4年生でも「景観」

という漢字を知っています。書き取りできなくても

いいんです。「景」はすぐにわかります。「景」は景

色（けしき）、風景（ふうけい）の景です。では「観」

はどうでしょう。そうです、観察の観、参観の観で

す。では、訓読みで何て読むのと聞いたら、黒岩小

学校の子どもはすぐに言いました。「みる」。習って

いないはずなんですがすぐに言いましたので、黒岩

の子どもはすごいと思いました。 

観はみること。みるんだったら、どうして「見る」

という感じを使わないのでしょう。なぜ「観る」な

んでしょうか。これが我々が今、考えなければなら

ないことなんです。 

つまり、「見」は目で見ること、「観」は大人にな

ったら主観、客観というときに使います。つまり観

は視神経を通してみるのではなく、そこから間違い

なく頭、心、気持ちに入っていく「みる」ですから、

同じ風景を見ても違うと思うのです。それが「観る」

です。 

 

○観る 

・見て、ちょっと考えてみる 

・見て、ふしぎだなあと思う 

・見て、好きだなあと思う 

・見て、ちょっといやだなあと思う 

・見て、もっと見たくなる 

  

見て、の次が「観る」なんだ。だから、ただ写真

に撮ってくるだけじゃなく、「僕はこれを見てこんな

風に思った」、「わたしはこれを大嫌いだと思いまし

た」そんな話をしてくれたほうがきっといいんだと

いう話をして、みんなにカメラを撮ってもらいまし

た。 

 

○いいもの、わるいもの、気になるもの 

 そのときに、評価をしなければならないというこ

とで、いいもの、わるいもの、気になるものという

イギリスの学校の景観教室のシートを見せました。

気になるものは英語で ugly と言います。ugly は醜

いという意味ですが、bad ではありません。なぜな

ら、これからみなさんが修景をすることで良くなっ

ていく可能性があるからです。だから、今、ugly を

表わす表情は怒っても笑ってもいなくて水平です。

これから次第ということです。Ugly は醜いという意

味で、醜いあひるの子の童話があるからです。醜い

あひるの子は白鳥になります。それを聞くと、あひ

るより白鳥の方が偉そうな気がしますが、ugly が白

鳥になるように、地域の人たちが何もしなければ

bad になっていくよということです。こういうこと

をイギリスでは子どもたちに教えています。すると

子どもたちは一番地域で見つけてくるものが ugly

なんです。何とかしなければならないものです。 

 
○弘前の子どもたちが見つけた好きな景観 

 弘前で子どもたちに好きな写真を撮ってこいとい

うと岩木山の写真を撮ってきます。和賀西中学校の

生徒たちが撮った景観の写真で、僕がびっくりした

写真をお見せします。その地域に行って大好きな写

真を撮ってこいと言った時、迷うことなくベストア

ングルを撮ってくるのが子供達です。 

 岩木山を撮っているこの子は、山と川と土手のセ

ットで撮りたいわけです。何とも言えないです。す

ばらしい写真です。 



 

夕日撮っている写真も何枚もありましたが、偶然

撮れているとは思いますが、相当きれいないい写真

です。 

 
 この木の写真はなんでこんな角度で撮れるのだろ

う。「ただ撮った」と言うのですが、やっぱりそうい

う恵まれた所で生活していると、とってもいいアン

グルが自然に備わっている、こういう写真を撮る子

供がいるということが、地域の宝物です。 

 
 同じ木を撮っても、地域で違う子供が色んな写真

を持ってきて好きです。「どうして好きなの？」なん

て言わなくてもいいのです、こういうのは。「そうか、

こういう所に君は住んでいるんだ」と。 

 白くてとんでいますが、これもすごいいい角度の

林です。 

 
 これは「線路は続くどこまでも」みたいな写真で

すが、なぜかこの子はこういう写真ばかり撮る子で

した。 

 
 これは雪が降ってこういう時にしか見えない２重

のうまい曲線で、そういうものをぱっと見つけてし

まう目というのが、やっぱり地域の子供達の目とい

うのは信用できると思います。 

 

○黒岩小学校校歌 

 校歌というのは、本当に地域のものが見えてくる

ように作られているのです、昔のものは。最近のも

のは有名な人に頼んだりしますが。黒岩小学校の歌

詞をずっと見ながら、目をつぶって景観をみた時に、

一体どんなものが中に入っているのだろうと。 

遠くの山に雪が残っている、陽炎が大地から出て

くる、いつ頃の季節の話かなと。芽をふく梢があっ

て、香ぐわしき肥沃な土地に立つと、先祖たちの汗

の香りがする、これは間違いなく農業景観です。 

だから遠くの山を見ながら、何となく春の雪解

けのような時期になってきた時に、芽をふいてきて

いる時に、おじいちゃんおばあちゃん、もっと前の

人達も含めて、ずっとそこで土を耕して、そこで汗

を流して、それで「この土 われら ああ 黒岩の 



若芽と伸びん」、最後の「若芽」は子供達です。 

これを見た時に、こういう歌詞の小学校で、子供

達はたぶん何の意味もわからず声を張り上げて歌っ

ているのですが、その地域の景観の部分、その地域

の宝物が、生業も含めて全部入っているということ

がすごいと思いました。 

 僕の知り合いで、今岩手の大学に来ていて、景観

の三宅先生という方がいるのですが、三宅先生の恩

師の早稲田大学の教授が、学会でまさに校歌の研究

をしていました。全国の小学校の校歌を集めて、ど

れぐらいその書いたものが今残っていないかという

研究なのです。つまり、開発によって景観意識がど

れだけ消えているかということをずっと研究してい

ました。我々が景観を守る、その校歌が校歌じゃな

くなってくる、それは守らなければならないという

話です。 

  

○子供達がみつけた嫌いな景観 

 弘前の子供がみてきた嫌いな景観は、公衆トイレ

が汚いとか、つぶれてしまったお店がこわい、でし

た。 

 和賀西中学校の生徒が撮ったこの何とも言えない

変な景観。 

 黒岩小学校では、この蔵を撮った子がいっぱいい

たのですが、子供の感性ですごいと思ったのは、「嫌

いな景観」という言葉を使わないということです。 

 
この写真を撮った子はタイトルを何というタイトル

にしたかというと、「かわいそうな景観」でした。こ

ういう言葉が大事だと思うのです。嫌いじゃなくて、

かわいそうだから何とかしなければいけない。彼ら

の言葉は、どんな言葉だったかというと、「かわいそ

うな景観」「なおしたい景観」「こわい景観」「見られ

たくない景観」、そういう言葉を使っていました。 

 この看板は、まるで怪談のような雰囲気がします

が、この看板を通学路に今も使っています。 

  

○子供達がみつけた気になるけいかん 

 僕がよく見せるのですが、弘前の子が撮った「気

になる警官」。こういうユーモアがなければだめです。 

 これに負けず劣らず、和賀西中学校の子供達もお

もしろいものがありました。この写真は、言われて

みれば、どう見てもトトロに見えてくるわけです。 

 
確かにトトロです。これは線路を撮った子です。 

 この猫達も生きているのか、置物のような猫で、

よく見ると結構怖いです。 

 
 この写真は、「安全第二」、最高の写真です。なお

かつ、この「第二」もすごいと思いましたが、「ん興

業」という、果してこれも左上にどんな文字がつい



ているのだろうと。人の名前でも後ろに「ん」がつ

いているのはなかなかないと思うのですが、偶然と

はいえ、この左が見えないようなカットの写真の撮

り方とか、こういうのを撮ってくるユーモアのある、

ウィットのある子供がいて、見ていて、この子供達

ともう一度自分達の地域を体験すると、もっともっ

とおもしろいものが探せると思うわけです。 

 
 これは何の気なしの屋根の写真ですが、よく見た

ら、生き物というか不思議な忍者というか、これは

たまたま雪が滑って、言われてみたら見えてきまし

た。この瞬間を撮ったこの子もすごいと思いました。 

  

（２）ためしにたべてみる 

皆さんがやっている修景みたいに、いじってみよ

う、自分で飾ってみて、みんなに見てもらう、食べ

てみるというのがあります。ちょっと食べてみたい、

つまり味見してみよう、素材の提供がわかったら、

ちょっと味見してみようと。 

 弘前でこういう風なことが２３軒にうつったとい

う話を、僕は前に「景観人養成講座」でしました。

こういうことを始めた人を見て、周りの人が「私も

飾ってみようかな」と思って、１５年かけて、商店

街やら町内会に、２３軒にこれがうつっていくわけ

です。最初は、この変わった夫婦が、ただただ毎日

花ばっかりやっていたのです。そうすると、それを

見てうつっていくのです。 

 お向かいです。１５年目でお向かいはここまで育

ちます。 

これは３軒隣です。サンデーに行ってこういうも

のをしっかり買ってくるわけです。よくわかりませ

んが、コンクリートブロックまで買ってくるわけで

す。そして、弘前市の側溝を完璧に私物化している

わけです。これは、ガーデニングとは言えないかも

しれません。 

でも、そこまでやる人達はすごい人で、この写真

ぐらいでもいいし、この写真はさっきの人ですが、

玄関から廊下、ベッドまでずっと並んでいます。 

この写真は一番少ない家です。３個だって１個だ

っていいと思います。景観というのは、見る・見ら

れるの関係ですから、量じゃありませんから、「私だ

って参加しています」というのは１個置いておくこ

とでいいと思います。 

 最近できた喫茶店には、造花ではありますが、花

が並んでいました。 

この写真はその方々です。こういう方々は、みん

なで仲良く、同じ方向を見て、景観事業をしている

わけではないということです。この方たちは決して

仲良くありません。他の人よりも私の方が上だとい

うことを言いたい人達ばっかりです。 

この人が最初に始めた人ですが、最初はみんなで

楽しく始めました。今は出し抜くのです。つまり、

この人がこの人に「私もう疲れたから、お金もかか

るから、今年はやめた。」といった瞬間に、この人が

「ちょっと待って。私が知っている情報によると、

あなたのうちには今度サンルームを作るじゃない。

そのサンルームの中に置ききれなくなった花を置く

という噂よ。」と言った時に、「誰がそんな話知って

いるの？」と言ったら、「いや、みんな知っている。」

という話になるわけです。そして、この人に「今年

はどこで種買うの？」と聞いたら、「そんなの内緒に

決まっている」と。「あなたと一緒の花なんか飾りた

くない。」と言うということは、この人達はきっと持

続可能だと思います。 

この人に「毎日どのくらいやっているのですか？」

と聞いたら、「２時間くらいかな。」と言っていまし

た。すごいなと思いましたが、みんな怒るわけです。

「あなたは平気で５時間やっているでしょ。」と。 

ですから、この人達は変わった人達です。こうい

う人達もある種の自分達の色を出している人達です。

ちなみにこの人は、このエリアを５年前に歩いてい

て、あんまり楽しいので引っ越してきた人です。 

 

（３）おいしくたべるために工夫する 

 最後になりますが、この工夫というのが今回の修

景です。 

 

○つばさ君の弘前探景（その１ ひまわり） 

 例えば、地域で壁に絵を描いて雰囲気をよくする、

まったくのブロック塀に中学生がひまわりの絵を描

いたというのが、弘前にありました。見事な絵です。

遠近法で描いています。 



 

○つばさ君の弘前探景（その２ へんしん！） 

 あるいは、この写真のように伝統的な建造物の地

域だと、自動販売機や室外機を大工さんに頼んで隠

してもらう、こういうカモフラージュも必要です。 

 

 僕が入っている景観の会議で、今回の北上の景観

計画の中で自動販売機についてはどうしようかとい

う議論がありました。皆さんご存じの通り、真っ赤

な自動販売機が全国共通であります。赤いというの

は、北上の場合には色でダメとしたので、自動販売

機も一緒だろうという議論をしました。そうなると、

企業がそれを塗り替えないといけないから、今回は

検討事項にしようと言って止めました。 

 しかし、企業はもう先に行っています。この写真

は一関市の駅前で見た自動販売機です。もう飲料メ

ーカーもこういう世界に突入しています。だから遠

慮なんかする必要ありません。もう彼らだって赤が

まずいと思っているのです。今こんな風に企業は変

わってきています。 

 この写真は、何年か前に名古屋の「愛・地球博」

で見た「サークル K」です。普通の「サークル K」は

けばけばしいオレンジと赤などの色のコンビニです。

それが「愛・地球博」のためだからと言って、この

ようにしました。こんなことができるのだったら、

なぜ普段できないのか、と言いたいのですが、だか

ら、工夫すればできるということです。 

 

○つばさ君の弘前探景（その３ どこでもドア、カ

メレオンみたいだ） 

 せっかくいい建物なのに、この電信柱が邪魔です。

どこでもドアというのは、向こうに行ったら江戸時

代みたいなのに電信柱が立っているという話をした

ら、弘前市役所の方が僕のコラムを見て、みんなで

相談して、東北電力に言ったら東北電力から「そん

なお金はない」と言われてやったのが、この写真で

す。ちゃんと工夫すればいいということです。  

今回、修景で皆さん色んな、頭を使いながら体を

使いながらやってらっしゃいますが、知恵も必要で

す。電信柱を埋めるわけにはいかない。お金がない

のです。お金がなくて、この電信柱をどうやったか

という話を、黒岩小学校の子供に聞きました。黒岩

小学校の子供は考えながらも正解を言いました。「隠

してるんだ」と。つまり木の中に隠すわけです。そ

ういうことで景観に取り組めます。これはどうやっ

て隠すかというと、よく見ればわかるわけで、この

写真のようになっているわけです。この写真だとす

ぐわかります。ちゃんと電線もあります。その周り

を木で覆っています。この杉の木がしっかり茂って

いれば電線は見えません。横を見ながらカニのよう

に歩く人はいないので目立ちません。 

 
 これは修景事業をしっかりやっています。お寺の

お坊さんたちはここまでお寺の敷地なのですが、敷

地内に木や電信柱を立たせることをオーケーしまし

た。お坊さんたちも景観人だし、行政の人も景観人

だし、すごく上手にやったと思います。こういった

工夫をしていくことも修景の一つで、そういう可能

性も僕は今回の活動にすごく見ます。 

 

○私の大切な風景 

 最近、うちの学生が弘前で私の大切な風景、大好

きな写真を公募しました。そこで 1 枚の写真を見て、

学生が言いました。「先生、この写真のタイトル何だ

と思いますか」。 

 この写真は弘前の仲町伝統的建造物群保存地区と

いって、東北地区で一番最初に指定されたのが角館

とここで伝統的建造物群です。 

 

この写真にどんなタイトルが付いていたかという

と「岩木山」です。岩木山が写ってはいるけれど、

誰がどう見てもこの周りの生け垣のまちなので、伝

統的な街並みの景観だなと見るのですが、この写真



の持ち主は岩木山を撮りたかった。 

岩木山を後ろに見て、このまち並みのどっちが背

景かと言ったら、誰が見ても岩木山が背景なのです

が、この人は後ろの岩木山が主役で生け垣が背景だ

といいます。そしてその背景が見事だから岩木山と

言えるのであって、これがあまりにもひどい景観だ

ったら後ろがおかしくなってしまうんです。そんな

ときに、周りの電信柱、これはないだろうというの

がこの写真を見て一発で分かったわけです。さすが

に弘前市役所もこれを見て、この写真だけはまずい

と思います。 

ルビンの壺っていうのがあります。向かい合う人

間に見える人と壺に見える人がいます。実はそれに

近いことがさっきの写真にもあって、この人は人と

違って岩木山をメインに見ています。 

 

最近、マンションが建ったために○○が見えなく

なるということが起きています。「どっちが主役かっ

てマンションでいいじゃないか、中心市街地活性化

で」。いいえ、もしかしたらとんでもないものを作っ

て、前に背景になるべきものを置いてしまっている

のではないかということです。弘前市役所は来年度

の事業でこの電信柱を全部撤去することに決めまし

た。それは市役所も歴史関係の事業の補助金を使っ

てやることになりました。1 枚の写真から皆が考え

ていくのです。北上の黒岩小学校、和賀西中学校、

口内小学校の子どもたちがくれた写真をしっかり見

ていくと、北上がやるべき景観施策が見えてくるよ

うな気がします。 

 

○おわりに 

 景観は自分たちで関わっていくものです。私たち

はそんな人々のことを「景観人」と呼んでいます。

北上ではこの 1 年間でたくさんの景観人が出てきま

したし、これからも出てくると思います。いいえ、

高橋敏彦さんの言葉を借りれば 10 年ぐらい前から

いるのだと思います。ですから皆さんも楽しみなが

ら景観を育ててみませんか、これが皆さんの発表を

見たうえでの感想です。大切にする風景を、自分た

ちがどうやって関わっていくかを考えていただきた

いです。いいなあだけでなく、どうやって関わって

いくかが景観人の 1 歩であり、それをやっていらっ

しゃる方々が今日、前に座っているのです。 

 

 

 

Ⅶ．パネルディスカッション（第 2部） 

 
北原 啓司氏 

 木村先生にお話をお聞きしたいのですが、先ほど、

木村先生が、「子どもが写真を発表した後に、僕が一

人一人別々のコメントで褒めた」とおっしゃいまし

たが、そうしないとだめだと思ったんですよ。とい

うのは小学校の教育って、5×5＝25 ということを学

ばなければいけない、みんな同じ答えを見つけらけ

ればならない学ぶ時間に比べ、あの写真みたいに同

じ写真を撮っても違うさ、別々だというようなこと

を学ぶ時間はそんなにないような気がして、そうい

うことから言うと「あの人がああ言っても、僕は違

っていい」というようなことを、僕はあえて言いた

かったので、僕はわざと一人一人別のコメントをし

てみました。 

先ほど、将来、写真で仕事をしてみたいと言った

子がいたと言っていましたよね。その子はどんな写

真を撮った子ですか。 

 

木村 徹氏 

「見ないで」というタイトルの畑にゴミがある写

真です。 

  

北原 啓司氏 

 実は、弘前の小学校で噴水の写真を撮ってきた女



の子がいて、噴水を撮ったほとんどすべての写真が

周りのものも写った写真だったのですが、水だけを

撮ってきた子がいました。すごいと思って、誰が撮

ってきたのと聞いたら、誰も手を上げないんです。 

もう一度聞くと、一番後ろで引っ込み思案な女の

子が小さく手を挙げました。すると、クラスの子が

「え、おまえかよ」と言いました。その子はたぶん

すごく自信がない子だと思います。その次にとても

美しいクモの写真がありました。「このクモ、きれい

だね、これは誰が撮ったの」と聞くと、またその子

でした。 

 
 その後、教頭先生に会ったときに「先生があんな

ことを言うから、わたしはカメラマンになるなんて

言い始めました」なんて言っていました。よかった

ですねと話をしていたんですが、つまり、そういう

写真を撮る子は撮れる子なんです。そういう写真を

撮れる子を僕はすごいなと思って、今回も黒岩小学

校の子どもたちの写真を見たときに、いっぱい撮っ

てきた子もいましたけど、すごく背の高い中学生の

ような体型の男の子が小さいものを撮ってきて、和

賀西中学校でもすごく細かい写真を撮ってきた子が

体の大きな男の子だったので、不思議だなあと思い

ました。 

子どもたちは、言わなくてもいろんなものを見つ

けてきて、どんどん発展できると思います。みんな

個性が違います。黒岩小学校くらいの規模の学校だ

から、一人一人の写真を見て「お前の写真おもしろ

い」なんて言えますが、大きいクラスになるととて

もそういう時間がなくて、小さい学校だからこそあ

んな風に皆で歩いて、一人一人の個性を伸ばせるよ

うな授業ができるのだなと思いました。 

 

木村 徹氏 

そうですね。少人数だからこそできることだと思

います。 

 

北原 啓司氏 

 ああいう学校だからこそ、本当に一人一人が大切

にしているものをしゃべって聞いてができます。写

真というのは、なぜそれを撮ったかお話を聞いたり、

コメントを書いてもらったり、先ほどの「見ないで」

というのもあれを書いてもらうことで全然意味が違

ってくるので、皆さんもタウンウォッチングや街並

みの写真を撮ったり、自分たちの地域を点検すると

きにタイトルをつけたりするといいと思います。そ

れから何が撮りたかったかというコメント付きでや

るといいと思います。 

 立花では皆さんでマップをつくるときに、歩き回

ってデジカメを使いながら、思い思いのものを撮り

集めたりしているのですか。 

 

三浦 啓一氏 

 今回のマップ作りは、氏神さまなど全部作ってあ

るものを調べ上げようというのが基でした。9 つの

地域に分かれていますが、それぞれの地域の人たち

が入っての調査でしたので、全て調査されたのでは

ないかと思います。 

 

北原 啓司氏 

イギリスの景観学習では、見つけて、調べて、考

えて、最後提案するという 4 段階あるのですが、そ

れがもしかしたら小学校の総合的学習と同じだと思

うのですが、立花ではほぼ自分たちの地域のものに

ついては見つけ、調べあげた段階で、さあこれから

という所だと思うのですが。 

 

三浦 啓一氏 

 はい。地元でさえも「こんなにあったの」とびっ

くりしたと思うんです。 

ですから、これを皆さんに分かってもらいたいと

いうのがあります。それぞれ歩いて見るでしょうか

ら、それぞれの寺社の所に標柱を立てました。全て

案内、道標含め７０、８０建てました。 

皆さんに歩いていただいて、ここにこんなものが

あるんだと、様々な名前がついた神社がありますの

で、それを地域の人たちがなんでそんな神社があっ

たのかという不思議さをこれから持っていくと思う

んですね。 

子どもたちも学校にマップをあげたのでそれを活

用していただけると思いますし、地区内外の人がマ

ップを活用したり、神社や氏神を大事にしていこう



というのが根底にあります。どう生かすかは、地元

ではボランティアガイドの養成なども予定していま

す。 

 

北原 啓司氏 

 今年の活動内容を見せていただいて、参加者が７

０名、９０名とありました。 

まったくのボランティアで集まってすごい人数だ

と思います。いつもそちらは、そういった活動の時

に人数は集まるのですか。 

 

三浦 啓一氏 

 こういうボランティア活動で人が集まったのは今

回が初めてだろうと思います。というのは、展勝地

の中に展勝地お花畑の会、それは公園整備のところ

にお花を植えたり草刈りをしたりする会やそれから

地域によっては農地研修といってそれぞれ農家の皆

さんから草刈りを請け負ってやるグループがありま

すし、また展勝地ツツジの会という会も作っていま

す。そういうメンバーを軸にしながら、９つある地

域の自治会にご協力いただきました。９つの地区が

ありますから、１０人ずつ集まれば９０名です。 

これだけの人数が集まったのは私も驚いています。 

 

北原 啓司氏 

 ああいうことが持続していくことが一つの目標だ

と思いますし、何かの時に集まる環境があることが

すごくいいなと思います。 

 

三浦 啓一氏 

 はい、地域の人たちの中では、ここは北上の顔と

なる場所だという気持ちがどこかにあるのではない

かと思います。 

 
北原 啓司氏 

 ある種のプライドですね。 

僕は昆野さんにちょっと違う立場で聞きたいので

すが、景観施策というと、どちらかというと昔は歴

史的な街並みとか自然景観とか、いろいろな開発に

対して守らなければならない、そうしないと大切な

ものが消えていってしまうぞというものが多くて、

どちらかというと景観行政は保護・保存だという話

があるのですが、昆野さんたちがやっているイルミ

ネーション含めて、この中にもデザインや建築の立

場の方がいらっしゃいますが、そういう立場の方は

ものをつくっていくじゃないですか。 

まさに自分が北上の景観に関わるわけです。いい

景観のまちであればあるほど、そこに形をつくって

いく人の責任はあるし、怖さはあるのですが、その

辺り、ああいったイルミネーション含めてつくって

いく立場として北上という風土に新しい景観をして

アクセントをつけていくことに対して、日頃どんな

ことをお考えですか。 

 

昆野 將俊氏 

 僕がＮＰＯを立ち上げるに至った経緯はやはりさ

くらホールが関係しているんですが、さくらホール

は今、居心地がいい施設で利用客以外のお客様も多

く賑わっています。 

それはなぜかというと、さくらホールを計画をす

る数年前から、さくらホールの建設ワーキンググル

ープという市民グル―プが参加して、さくらホール

をつくるならどういう建物がいいかをみんなで話し

合いました。それでできあがった形があの環境です。 

実際、できてみるとそういうものをつくっただけ

の人で集まって楽しくなる、そういう効果があるの

で我々も中だけでなくさくらホールの外も、自分た

ちもまたここに来たくなるようなまちにできないか

ということで、さっきのように１日に１００人も集

まることは無理なのですが、１日５人、１０人集ま

れば１０日集まれば１００人分の仕事になるので、

やり始めました。そうしたらできました。 

いろんな意見も頂きました。デザインや色が悪い

とかいろいろなことがありましたが、参加した人た

ちはあそこに行ってみたくなる、例えばさくらホー

ルの外側に光の丘というのをつくりました。そこに

光のオブジェを置いたりして、自分で作った人は自

分で写真を撮ってみんなに見せます。 

来年はどうしようかとか、そのように発展して人

が人を呼びます。そうすると何となく我々の本来の

NPO の活動目的が人と芸術が触れ合うまちをつくる

ことなのですが、景観というところの切り口は全く



違ったのかもしれません。 

 

北原 啓司氏 

 景観と関わるということですからね。もちろん、

万人が見て美しいデザインなのかということを言っ

てしまうと客観になるのでわかりませんが、少なく

とも自分が関わりたいと思ったし、関わったものが

実際にできてきて皆に見てもらっている、そういう

参加の楽しみ方があると思います。 

 インフルエンザのせいで生徒さんが参加できなか

ったということですね。 

 

昆野 將俊氏 

 はい。やるにあたって我々素人にはアートは敷居

が高いなという感じがしたので、美術部の生徒にい

ろいろ考えてもらった方がいいと思ったのですが、

インフルエンザで残念でした。 

子どもたちはイルミネーションで光のオブジェを

つくるという行為そのものに興味を持ってくれてい

たようです。 

 

北原 啓司氏 

 先程、僕が見せたひまわりの駐車場の絵がありま

すが、あれは殺風景な駐車場のオーナーが後ろの中

学校の美術部の生徒の卒業制作として描かせてあげ

るからと言ったのです。するとはりきって書くわけ

ですよ。ですから、ＮＰＯにしても地域にしてもそ

ういう若い人が活躍できる場を作ってあげるだけで

も十分、立派なものを作ってもらえます。イルミネ

ーションも若い人たちに広げていく可能性があると

見ていました。 

 

昆野 將俊氏 

 今度は学生さんや企業も考えてみようかと思って

います。企業でどこかスポンサーで企業イメージア

ップにもつながると思います。 

  

北原 啓司氏 

 口内でも岩手大学の学生たちと地域の方々一緒に

取り組んでいます。今はイルミネーションですが、

次なる世界でいろいろ見てみたいと思います。実は

景観資産に認定するときに、これは冬だけなんだけ

れど資産に認定していいのだろうかという話があり

ましたが、季節感があるので、だって展勝地の桜が

あるのだから、イルミネーションも冬の名物という

ことでいいのではないですかとなりましたが、それ

以外の活動で自分たちの色を出してみようというの

はありますか。 

 

昆野 將俊氏 

 冬は寒いので、かえって夏の方がいいのではない

かという話が出ました。夏だと外でイベントもでき

るし、景観資産認定のなかに冬の時期にやっている

ともう出てしまったのですが、期間の見直しも考え

ています。 

 

北原 啓司氏 

 資産は育てていかなければなりませんから、進化

していってほしいので、変えていいのではないです

か。 

 及川さん、二子は資産がいっぱいある地域なので

すが、資産認定すればするほどある種の責任も発生

してきて、自分たちが先祖からもらった資産を放っ

ておくとどんどん悪くなることもあるから、今まで

以上に自分の子どものように育てなければならない

という話も出てくると思います。 

ああいうものは皆さん、生活の延長、毎日見てい

る景観として自分たちの景観だと言えるような生活

の関わりがある地域だから言えるのかなという気も

するのですが、実際、若い方はああいうものをどの

ようにみていらっしゃるのでしょうか。 

 

及川 正男氏 

 正直言って、二子の町民が知らないことが多いで

す。町民と言っても生まれて育って８０、９０歳ま

でいる人はほとんどいません。嫁に来たり、新しい

家を作ってそこからスタートしたり、例えば８０、

９０までいても１０年間いなかったとかそういう人

が多いので、あそこは知らないということが結構あ

ります。 

 4 年ぐらい前、とにかく二子を見ようということ

で、歩いて二子を見よう会という会を体育の日に設

定しました。最初は誰も来ませんでした。天気も悪

かったからというのもあり、職員・関係者５、６人

で歩きました。 

今度は子ども会をそれにぶつけたり、今年は老人

クラブや衛生組合の人にお願いをしたら、同じ歩く

ならゴミを拾って歩こうということで、１００人近

くになりました。 

画像、音だけでなく目で見させることをこれから

も続けたいと思います。少年学級、婦人学級、高齢

者学級などすべてにぶつけ、地元の先生を生かして



続けていきたいと思っていました。 

 

 

Ⅷ．質疑応答 

参加者 

 私は先ほど認定していただいた古舘神社に関わっ

ています。 

以前は雑木で何も見えなかったのですが、相当伐

採して見えるようになりました。その時に思ったの

ですが、修景とは景色を直すということですよね。

修景と自然破壊との板挟み、心のどこかではまずい

かなと思ったのもあったのですが、きれいな景色を

見ることを優先しました。 

先ほど、立花さんでも陣が丘に風穴を開けるとあ

りましたが、私たちもそれに近いようなことをやっ

てきて、これからも少しずつも切らなきゃいけない

し、でも自然も残したいという板挟みになっている

のですが、北原先生はどのようにお考えですか。 

 
 

北原 啓司氏 

 僕は自然の専門家ではないので、そのことに対し

て的確に話できません。三浦さん、髙橋さんはどの

ように思いますか。 

 

三浦 啓一氏 

 陣が丘に風穴を開けようという発想ですが、地元

の人とすればあんな山ではなかった、元に戻そうと

いうのが原点です。今、私たち地域も展勝地連絡協

議会に入っているのですが、その中でも様々議論さ

れています。というのは、今自然に育ってきたのに

何故、それに手をかけなければならないんだ、自然

は自然のままでいいんではないか、いろいろな動植

物が育っているのにあえて手をかけるのかというこ

とです。 

特に展勝地河川敷は、前はすごい林で沼も１５、

１６個ありました。 

それを平らにして今のような形にしたわけです。

しかし、今は入り江の所から北側に中洲があります

が、あそこには一切手をかけていません。北上川に

はたくさんの鯉、フナがたくさんいますし、たくさ

んの柳、ヨシのおかげで北上川の鯉があそこに来て、

魚が住む空間が守られているわけです。 

自然と景観とをどうマッチさせるか、板挟みにな

るときもありますが、今私たちがやっているのは原

風景にこだわっている部分が強いと思っています。 

 

髙橋 敏彦氏 

 先ほどのご意見の方もけっこういらっしゃいます。

今回、刈り払いをされた団体も結構ありました。そ

の中で、次に刈り払い等をする場合には、北上市内

にも動植物を研究されているＮＰＯなどけっこうい

らっしゃいます。それから、本当に人の手が入らな

い自然ではなく、人が手を入れることで守られてき

た自然もあるとのことですので、次にこういう修景

実験をする際は、仲間に入っていただいてやってい

ただきたいという声はたくさんありました。 

 

北原 啓司氏 

 刈ったからきれいになったということではなく、

昔はあそこまで見えたのに今は見えなくなった、い

つも見ていた原風景にもういっぺん戻したいと思う

ために刈るんだという話だったら納得できる部分が

あるのですが、今おっしゃったように整備する人は

どうなんだと言われると、これをやることでこの植

栽にどういう影響を与えるか本気で考えようとする

と、そういった専門家の知恵を借りないと怖くてで

きないですよね。 

 我々はそこを見えやすくするために切るんだとい

う話は、方法としては本当はいい言葉じゃないかも

しれませんから、その辺り、でも近づかなければ水

が見えない、子どもの頃はお父さんは川辺に行った

のに、見えなくなったというような出来事をもうい

っぺん再現したいという時に整備していくという希

望は理解します。 

 

 今日は、認定式、活動報告で、北上市のいろいろ

な局面で景観という言葉を切り口にしながら、先ほ

ど、三浦さんがおっしゃったように、景観活動とい

うのではなく、地域づくり、地域計画だということ

です。景観を一つの拠り所としながら、いろいろな

活動をしている方々の話を聞いて、皆さんも元気に



活動を継続しながら、景観人でいてくださいと言い

たいと思います。 

 最後、髙橋さんの方から来年度の活動に向けてコ

メントをいただきたいと思います。 

 
 

髙橋 敏彦氏 

 今年はたまたま運よく、国からの予算があって景

観計画を始める年にこれだけ多くの事業ができたと

いうのは北上市にとって非常によかったと思います。

しかし、来年度からこういう予算がつくということ

はないと思いますので、何らかの工夫をしながら今

年やった事業をぜひ続けていっていただきたいと思

っております。 

 一つ、住民の皆さんの力はこんなに大きかったの

かと感じられたのは、まちづくり修景実験で多くの

住民の皆さんが関わって素晴らしい事業をされた成

果が見えてきたということです。これをぜひ来年度

以降も続けられるよう考えていただきたいと思いま

す。 

財源がなくてもできるものはぜひやっていただき

たいと思いますが、この 20 万であれば例えば、来年

度も予定があるコラボチャレンジという事業ですと

か、県でやっている NPO 基金、県の景観点検これは

来年あるかどうかわかりませんが、そういう事業で

あれば 20 万程度の助成は出ると思いますので、ぜひ

そういった情報は皆さんの方へ流したいと思ってお

りますので、またチャレンジしていただきたいと思

います。 

 こういう修景実験をすることによって、景観が良

くなるだけでなく景観まちづくり事業にかかわると

目に見えやすい、取りつきやすい、まちづくりに手

をつけやすいということがあります。それをやるこ

とによって、他の関連のまちづくりの課題なども見

えてきますので、これからのまちづくりに非常に役

立つツールとして考えられますので、景観修景実験

にまたチャレンジしていただければありがたいと思

います。そういったサポートもしていきたいと思い

ますので、宜しくお願いします。 

 

北原 啓司氏 

 最後に皆さんへの注文、こうしていかないともっ

たいないですよということをお話します。今回この

ようなことが多面的にできたのは、国の景観づくり

の支援事業を北上がとったからです。ただ、おかげ

で弘前が落ちました。落ちたのに弘前市役所は、市

民の人たちに好きな写真をいっぱい送ってもらおう、

東京のコンサルさんとかを呼ぶためにお金を出すの

ではなく、市民が専門家だから、その写真を送って

もらおう、そして、その写真の展覧会をしていまし

た。 

つまり、自分たちの身の丈のお金で長続きできそ

うな仕組みを考えるといいということです。今回、

モデル事業でお金をもらうとその年はいいのですが、

毎年こんな風にできたらとても幸せなのですが、そ

れは無理なので、どうにかうまく続けないとせっか

く始まったのに、電車が走り始めたのにもうダメで

すかというのはもったいないと思います。 

僕が今年度の事業の総括として皆さんにお話しし

たいのは、こういう活動ができているまちというの

は本当に素晴らしくてうらやましいのです。いろい

ろな活動をして、子どもたちを巻き込んでできるの

です。それが今回、このお金がついたからという話

で、では来年どうするかというときにもちろん、今

のような大きいことができなくても、予算が少なく

ても何かうまい形でみんながつながっていく仕組み

を、みんなの知恵を集めて考えていかなければいけ

ないなというのが僕からのお願いです。 

今、活動している人たちの横のつながりを作ると

か、景観資産も今回 53 の応募がありましたがあれを

見て、うちも資産にして育ててあげたいなという気

持ちがあればいつでも応募してくださいというかた

ちで広がっていければいいなと思うし、そういう意

味で少しずつ、これも景観資産、これも景観資産、

恥ずかしくないように整備しようという話になって

いく、そういう身の丈の持続可能性のようなものが

景観に必要だと思います。それを皆さんに育ててい

ただきたいというのが関わった人間として、僕から

のエールになります。 

釈迦に説法でやっていらっしゃることは、地域で

どうやって持続させていくか、この景観を育てなが

ら地域の子どもたちを育てていくか、ただ長続きさ



せるだけでなくて地域をしっかりと持っていきたい

と思っていらっしゃると思うので、今年の活動が以

後の活動につながっていくと思いますが、お金の問

題になると、実際問題として影響してくるのでその

時に我々はどこまで自分があるエネルギーを出して、

あるいはある覚悟をもってこの地域で踏ん張ってい

けるかみたいなことを考える時期がきます。それは

警告でなく、予告として言っておきたいと思います。 

その時にもちろん、行政もこれに応募して、数多

ある中から弘前を蹴散らしてとれたわけですから、

そういった工夫はできると思いますし、良い資源も

たくさん持っているのでぜひ、頑張っていただきた

いと思います。 

最後になりましたが、ここにお集まりの様々な活

動をして今回、認定されたグル―プ、修景実験させ

ていただいたグループ、今日パネリストになってい

ただいた４人と髙橋さん、何よりもこういうことを

進めていらっしゃる北上市の景観行政に拍手をして

終わりにしたいと思います。本日はどうもありがと

うございました。 

 

○おわりに 

司会 

北上市は様々な市民活動団体さん、16 の自治協議

会さん、その他多くの各地区の皆さま、それから、

北上市では初めてかもしれません、小学校、中学校、

高校、大学、みんなが今年の景観づくりに関わって

これからもどんどん進み出そうというのが今日も感

じられたことと思います。 

景観計画というものは、皆さんと一緒に行政、市

民の皆さんが三人四脚で進めていくものだというこ

とが景観計画の中でうたわれています。 

本日、主催者であります北上市建設部部長、青木

さんにご感想、次年度への意気込みをいただき、終

わりたいと思います。 

 

北上市建設部 青木 稔 

 今、北原先生からいろいろな課題が出されました。

二子地区、立花地区では自分たちの地区を知らなか

ったという大きな課題があって、これからパンフレ

ットを作って地区に配布するということですが、こ

れから資産をどう生かしていくか、次の世代にどう

つないでいくかが大きな課題ではないかと思います

ので、今年度だけでなく、来年再来年、ずっと続け

ていってほしいなと思います。本日は本当にありが

とうございました。 

＜ふりかえり＞ 

○二年前、市民ワーキング当時は景観とは何ぞや、

関心が無さそうに感じていたが現在はすごい盛り

上がりになった。この後が楽しみだ。 

 当初原案が「規則」からスタートした時、違和感

があったが「推せん」形式に変わったことも良か

ったと思う。 

 大人より小学生の感性の方が良いと思った。大人

の自己反省、未熟さかな。 

 

○タイトルの意味もわからず、知ろうともせずにい

たことに反省しています。 

 来年度は地域民に知らせて新しい発見をしていき

たいと思います。 

 ○良いところを再認識しました。 

 

○北上出身なんですが、北上で景観を考え始めてい

ることを知り、嬉しく思いました。地域資源は多

いのでこれからが楽しみです。 

 ただちょっと気になったのは、もうすこし中心市

街地のことが多くとも良かったかもしれません。

青柳町も静かになりましたが、周辺をより良い景

観に誘導していってもらえれば幸いです。よろし

くお願いします。 

 

○①北上市には史跡、詩跡、歴史跡が数多くあるが、

今後の維持管理が大切。今後開発による変貌が気

になる。 

 ②建築物、色彩等の条例管理にも関心があるが。 

 ③広瀬川周辺の話も出たが種々評価が２分してい

るようだ、費用対効果も充分考える必要ある。 

 ④市民のモラルの問題 

 ⑤創意工夫教示。 

 

○認定された景観資産を改めて見てみると、こんな

素晴らしいところがあるんだと改めて感じた。 

 

○自分たちが参加した所の他にも、いろいろな活動

がされていたことや、内容もよく知ることができ

た。北原先生からのパネルディスカッションでは、

それぞれの経験、出会い、活動を踏まえながら「景

観」について興味を持たせられる話を聞かせてい

ただきました。小学生の素朴な感性には感心させ

られた。 

 

 



○良かったことは、スライドを見ていて私の知らな

い美しい場所が北上市内にたくさんあることを知

ったことです。ぜひ私もカメラを持って訪れてみ

たいと思いました。また、小学生が撮った写真は

とても興味深いものでした。単なる木が「トトロ」

に見えたり、金属が「ＵＦＯ」に見えたり…大人

ではとても想像すらつかない物の見方の豊さに感

心していました。 

 景観づくりをするうえで、これからは様々な世代

で取り組むことができたら素晴らしいだろうなと

感じました。 

 

○各地区の景観への取り組みを知ることができて、

貴重な時間を過ごすことができました。 

 景観と自然の動植物とのかかわりも考えさせられ

ました。 

 「景観人」ということを念頭に、物を見る大切さ

を感じました。視点をしっかり持つことですね。

そのための感性をみがかなくては。自分も町づく

りにかかわれるのはうれしいことです。 

 スライドのＢＧＭはちょっと気になりました。イ

メージが限定されてしまうような…。歌詞がじゃ

まになりました。 

 

○私達の地区でも景観を良くしようということで、

一週間くらい前から刈払いや整備をしました。私

達は常に見ている「岩」でしたが景観という名で

作業をしました。皆さんが楽しく仕事をしました。

これからも地域で考えて行こうと思います。 

 

○景観と一言で言ってきたが、何かすごく重要な意

味を持ち、まちづくりだけでなく人づくりなど、

無限な可能性を考えさせられる言葉と感じました。

何か楽しくなってきそうな予感が… 

 

○地域の景観づくりのかかわり方に役立てたり、地

域のいいもの、わるいもの、気になるものの点検

しながら地域づくりを進めて行きたい。 

 岩沢自治会が申請した水沢鉱山跡について、一日

も早い認定されるための活動をしたいと思った。 

 

○北原先生のお話し大変参考になりました。１枚の

写真が人を動かす。 

 他地区の活動も参考になりました。身近にあるさ

もない風景が愛しく感じました。 

 

○景観づくりとまちづくりの結びつきの必要性を痛

感しました。 

景観づくりの助成を復活しませんか？ 

 

○今年はさすがに、いろいろな活動をしているなと

改めて思った。 

 次年度以降も継続する方法を考えて欲しい。 

 

○地元に眠っている景観を、もう一度掘り起こすこ

との必要性を感じた。稲瀬の歴史を探究し、それ

に基づく景観を見つけ後世に伝える必要性を強く

思いました。 

 関わりを持つことの重要性を感じた。（今まであま

りかかわってこなかった） 

 

○①景観点検が磨かれるフォーラムの流れであった。 

 ②景観づくりにたずさわっている人には、心がさ

っぱりして、前向きで明るい。 

 ③地域づくりは景観から取り組むことが最もよい

方法の一つであると思った。 

 

○黒岩小学校の「見ないで」や「トトロ」など、子

どもの景観を観る目は「きたかみ景観資産」とは

違う、より身近なものを見ているなどと思いまし

た。景観というのは道端の花のような目の前にあ

って、見る目によって千差万別なものだと思いま

した。 

 

○貴重な話をたくさん聞けて良かったです。これか

らしようとしてきた事や、してきた事の内容を詳

しく聞けて良かったです。 

 

○このまちづくりフォーラムに出席して、北上市の

景観に対してのイメージが変わった。 

 

○今日のフォーラムは参加し北上にはたくさんのい

い所が、まだまだいっぱいあるんだなって思いま

した。これからもたくさんの活動に参加、みんな

が自信を持って他の地域の人たちにも自慢でくる

ような地域にしていけばいいなと思います。 

 


